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奥間　恵莉

令
和
４
年
度
事
業
計
画

　

４
月
17
日
、
笠
間
市
地
域
福
祉

セ
ン
タ
ー
と
も
べ
で
、
令
和
４
年

度
東
支
部
代
議
員
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
事
業
報
告
、
収
支

決
算
報
告
、
令
和
４
年
度
の
事
業

計
画
案
、
収
支
予
算
案
が
提
案
さ

れ
、
執
行
部
の
原
案
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

中
身
の
充
実

支
部
長

鈴
木

　義
雄

　

足
掛
け
３
年
目
と
な
る
「
コ
ロ

ナ
禍
の
時
代
」。
令
和
４
年
度
も
、

１
地
域
交
流
活
動
の
推
進

⑴
友
部
小
学
校
と
の
連
携

⑵
友
部
特
別
支
援
学
校
と
の
連
携

⑶
友
部
小
学
校
を
中
心
と
し
た
交

通
安
全
・
防
犯
の
た
め
の
活
動

⑷
地
区
敬
老
会
へ
の
参
画·

協
力

２  

人
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り

事
業
へ
の
支
援

⑴
地
域
交
流
事
業
に
対
す
る
支
援

⑵「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」づ
く
り
の

推
進

３
高
齢
者
の
親
睦
と

　
　
　
　
　

健
康
づ
く
り
支
援

⑴
輪
投
げ
大
会

⑵
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

４
子
ど
も
の
健
全
育
成
支
援

⑴「
子
ど
も
会
事
業
」へ
の
支
援

⑵
子
ど
も
会
と
の
交
流
懇
談
会

⑶
子
ど
も
会
へ
の
活
動
費
助
成

５
女
性
部
の
活
動

⑴
高
齢
者
福
祉
活
動

４
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
①
ミ
ニ
サ
ロ

ン
、
②
対
話
と
食
事
会

⑵
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
へ
の
配
食

サ
ー
ビ
ス
（
年
２
回
）

⑶
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
バ
ザ
ー
出
店

⑷
女
性
部
研
修
会

　

・
女
性
部
研
修

　

・
高
齢
者
配
食
調
理
勉
強
会

６
広
報
委
員
会
活
動

⑴
広
報
紙
「
支
部
だ
よ
り
ひ
が

し
」
発
行
（
年
４
回
）

⑵
広
報
委
員
研
修
会

７
支
部
研
修

支
部
委
員
・
福
祉
推
進
員
と
の

交
流
研
修

８
笠
間
市
防
犯
活
動
参
加
協
力

⑴
市
防
災
連
絡
協
議
会
の
出
席

⑵
年
末
特
別
警
戒
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
出
発
式
へ
の
参
加　

９
会
員
会
費
の
募
集

　

事
業
推
進
の
た
め
に
、
会
員
会

費
を
区
長
、
班
長
、
福
祉
推
進
員
、

民
生
児
童
委
員
の
皆
さ
ん
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
募
集
す
る
。

＜収入の部＞　　　　　　　　　　　　　 　 ＜支出の部＞

科目 R03年決算額 R04年予算額 科目 R03年決算額 R04年予算額

繰越金 705,571 633,295 事務費 20,445 20,000 

会員会費還元金 1,067,250 1,060,000 会議費 21,658 60,000 

福祉コミュニティ助成金 50,000 50,000 組織強化費 25,200 40,000 

広報助成金 106,725 106,000 慶弔費 0 20,000 

雑収入 19,912 20,705 事業費 168,349 280,000 

女性部 392,223 540,000 

広報委員会 239,048 250,000 

福祉推進員研修会 0 50,000 

地域活動推進費 40,000 230,000 

予備費 409,240 380,000 

合計 1,949,458 1,870,000 合計 1,316,163 1,870,000 

令和3年度収支決算と令和4年度収支予算 （単位は円）

咲き誇るハクモクレン　内郷　（撮影　斎藤義範）

コロナ禍 3年目の代議員会

夏
頃
に
は
ま
た
再
燃
が
さ
さ
や

か
れ
る
な
ど
、
相
変
わ
ら
ず
ぬ
か

る
み
の
よ
う
な
日
々
を
覚
悟
す

る
必
要
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中

で
、
社
協
支
部
と
し
て
ど
う
あ
る

べ
き
か
、
何
を
す
べ
き
か
、
コ
ロ

ナ
禍
２
年
目
と
な
っ
た
昨
年
度

は
、
１
年
目
と
は
違
う
「
工
夫
」

を
掲
げ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
「
新

し
い
事
業
の
姿
」
を
模
索
す
べ
く

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
準
備
を

し
て
は
つ
ぶ
れ
る
と
い
う
現
実

そ
う
生
易
し
い
も
の
で
は
な
く
、

支
部
委
員（
区
長
）の
み
出
席
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催
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催
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催
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令
和
４
年
度  

東
支
部
代
議
員
会
の
コ
ロ
ナ
禍
略
式
開
催

少
な
く
と
も
大
き
な
工
夫
や
、
新

し
い
事
業
の
姿
を
生
み
出
す
ま
で

に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

た
だ
、
事
業
と
し
て
は
日
の
目

を
見
る
、
見
な
い
に
拘
わ
ら
ず
、

さ
ま
ざ
ま
な
準
備
作
業
や
本
活
動

を
通
し
て
、
大
き
く
な
く
と
も
工

夫
・
改
善
の
必
要
性
、
特
に
時
代

状
況
に
応
じ
た
改
善
の
必
要
性
を

共
有
し
て
来
た
こ
と
は
事
実
で
あ

り
、
今
年
度
は
そ
れ
ぞ
れ
の
反
省

を
具
体
的
に
生
か
す
こ
と
で
、
よ

り
社
協
支
部
ら
し
い
、
公
平
で

オ
ー
プ
ン
な
活
動
を
推
進
し
、
次

代
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。「
事
業
と
組
織
の
中
身
の
充

実
」、
コ
ロ
ナ
禍
３
年
目
の
事
業

計
画
の
柱
に
据
え
た
い
と
思
い
ま

す
。



令
和
４
年
度
東
支
部
役
員

（
＊
は
新
任
）

会
計

宍
戸
正
夫

藤
枝
耕
平

監
事

塩
幡
高
男

市
川
芳
弘

　
【
女
性
部
】

部
長
（
兼
任
）

　
　

橋
本
八
重
子

副
部
長　

　

＊
矢
口
久
美
子
（
南
友
部
）

　

＊
髙
野
美
登
里
（
柿
橋
）

　
　

友
部
節
子
（
宮
前
鴻
巣
）

　
　

渡
辺
幸
江
（
五
平
）

支部長
鈴木　義雄

副支部長
深谷　正孝

副支部長
小島　力男

副支部長
橋本　八重子

　

横
田
節
夫
さ
ん
は
水
戸
市
生
ま

れ
の
88
歳
、
た
ま
江
さ
ん
は
笠
間

市
生
ま
れ
の
88
歳
で
す
。
お
二
人

は
24
歳
で
結
婚
し
、
昭
和
48
年
に

わ
た
な
べ
整
形
外
科
近
く
の
西
内

郷
に
新
居
を
構
え
ま
し
た
。

　

節
夫
さ
ん
は
昭
和
27
年
に
警
察

官
を
拝
命
し
、
平
成
５
年
に
鉄
道

警
察
隊
長
を
最
後
に
定
年
退
職
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
競
馬
保
安
協

会
、
東
海
村
役
場
に
勤
め
、
69
歳

で
仕
事
を
辞
め
ま
し
た
。
地
域
で

は
西
内
郷
区
長
、
高
齢
者
の
西
内

郷
ほ
の
ぼ
の
会
会
長
と
し
て
地
域

を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
平
成
20

年
に
は
叙
勲
瑞
宝
双
光
章
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　

若
い
と
き
は
旅
行
、
ボ
ー
リ
ン

グ
、
ゴ
ル
フ
が
趣
味
で
、
現
在
は

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
、
書
道
で
す
。
平
成
29
年

の
協
会
主
催
の
第
82
回
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
で
は
準
優
勝
し
ま

し
た
。
元
気
の
源
は
治
療
と
リ
ハ

ビ
リ
を
受
け
な
が
ら
の
朝
夕
の
散

歩
１
万
歩
を
目
指
す
こ
と
で
す
。

　

た
ま
江
さ
ん
は
10
数
回
の
家
族

同
伴
で
の
転
居
し
な
が
ら
３
人
の

子
ど
も
を
育
て
、
特
に
子
ど
も

の
教
育
に
苦
労
し
ま
し
た
。
ま

た
、
小
学
校
の
こ
ろ
か
ら
卓
球
を

始
め
、
高
校
の
時
に
は
県
大
会
で

優
勝
し
、
３
年
前
ま
で
は
市
の
卓

球
サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
今
は
止
め
て
自
前

の
卓
球
台
は
車
庫
の
奥
に
眠
っ
て

い
ま
す
。
現
在
は
散
歩
の
み
で
、

節
夫
さ
ん
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
ず
、

１
人
で
歩
い
て
い
ま
す
。
途
中
で

草
花
を
見
る
の
が
楽
し
み
で
、
ち

ぎ
れ
絵
を
経
験
し
た
こ
と
か
ら
、

特
に
花
ビ
ラ
な
ど
細
か
な
と
こ
ろ

を
見
る
そ
う
で
す
。

　

定
年
退
職
後
は
、
夫
妻
で
海
外

旅
行
に
出
か
け
、
タ
イ
で
象
に

乗
っ
た
こ
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

で
コ
ア
ラ
を
抱
い
た
こ
と
が
印
象

に
残
っ
た
よ
う
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
ご
夫
妻
仲
良
く
健

康
に
過
ご
さ
れ
る
こ
と
を
お
祈
り

し
ま
す
。（聞

き
手　

内
田　

利
一
）

自宅のリビングルームにて

　

令
和
４
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
終
息
の
な
い
コ
ロ
ナ
感
染
。

い
つ
ま
で
続
く
の
か
、
元
の
生
活

に
戻
れ
な
い
の
か
、
不
安
が
募
り

ま
す
。

　

先
日
、
老
犬
と
の
散
歩
中
、
杉

の
切
り
株
に
新
芽
を
見
つ
け
ま
し

た
。
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
割
れ
目
に

咲
い
た
た
ん
ぽ
ぽ
の
花
も
、
そ
ん

な
小
さ
な
出
来
事
に
も
感
激
し
、

「
よ
し
、
私
も
頑
張
ろ
う
」
と
思

う
日
々
で
す
。

　

今
年
度
も
、
み
な
さ
ま
に
身
近

な
「
ひ
が
し
」
を
お
届
け
で
き
る

よ
う
、
委
員
一
同
気
持
ち
を
新
た

に
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
鈴
木
龍
子
）

編
集
あ
と
が
き

　
【
執
行
部
】

広
報
委
員
長

内
田
利
一

民
児
委
員
代
表

　
　

瀧
本　

一
（
南
友
部
・
宮
前
鴻
巣
）

　
　

中
山　

務
（
柿
橋
・
五
平
）

支
部
委
員
代
表

　

＊
瀧
本　

隆
（
南
友
部
）

　
　

森　

博
英
（
柿
橋
）

　

＊
綿
引
孝
一
（
宮
前
鴻
巣
）

　

＊
安
達
武
雄
（
五
平
）

元
気
で
頑
張
っ
て
い
ま
す

元
気
で
頑
張
っ
て
い
ま
す

西
内
郷

　横
田

　節
夫
さ
ん（
88
歳
）

た
ま
江
さ
ん（
88
歳
）

―

ご
夫
妻
と
も
に
散
歩
が
楽
し
み―

―

ご
夫
妻
と
も
に
散
歩
が
楽
し
み―

888888
歳
）

88
歳
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
伴
い
、
社
会
全

体
が
人
と
人
と
の
関
わ
り
方

に
、
大
き
な
変
換
が
強
い
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
影
響
は
、
区
の
子
ど

も
会
活
動
に
つ
い
て
も
同
様

で
す
。
感
染
防
止
を
常
に
念

頭
に
置
き
、
活
動
内
容
を
全

体
的
に
見
直
す
な
ど
、
子
ど

も
同
士
の
交
流
の
形
等
を
手

探
り
で
考
え
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

そ
ん
な
中
、
当
柿
橋
子
ど

も
会
に
お
い
て
は
、
感
染
状

況
が
比
較
的
落
ち
着
い
て
い

る
時
期
を
選
び
、
出
来
る
だ
け
屋

外
等
で
活
動
が
可
能
な
内
容
を
取

り
入
れ
た
「
昔
遊
び
」
や
「
ク
リ

ス
マ
ス
会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

特
に
、
屋
内
で
開
催
と
な
っ
た

「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」
は
、
会
場
の

換
気
や
マ
ス
ク
の
着
用
、
手
指
の

消
毒
等
感
染
対
策
を
徹
底
、
お
や

つ
等
は
持
ち
帰
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
子
ど
も
た
ち
は
大

喜
び
で
、
楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

近
年
、
子
ど
も
会
の
会
員
数
は

年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、

「
子
ど
も
会
」
と
い
う
人
と
人
と

の
「
ご
縁
」
を
頂
い
て
い
る
以
上
、

子
ど
も
た
ち
が
「
楽
し
さ
」
や
「
喜

び
」
を
共
有
で
き
る
場
と
な
る
よ

う
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
子

ど
も
会
活
動
を
し
っ
か
り
と
支
え

て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
子
ど
も
会
活
動

柿
橋
子
ど
も
会 

会
長

　鈴
木

　香
奈
子


